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経費区分

学校、各種団体、事業所、町内会等からの要請により救急
救命（応急手当）講習を実施し、119の通報の仕方、心肺蘇
生法、AEDを使用した応急処置法等の実技指導を行うととも
に、普通救命講習会は効果測定も実施し修了証を交付。
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費
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

救急救命救急救命救急救命救急救命（（（（応急手当応急手当応急手当応急手当））））普及事業普及事業普及事業普及事業

開始年度 2006 終了年度 9999

目的 少子、高齢化が進展する中、市民の安全安心の確保のため市民に応急手当の重要性を理解してもらい、救急車が到着するまで
の現場に居合わせた人による迅速な119番通報と速やかな応急手当、そして心疾患者等の心肺停止者に対する心肺蘇生、ＡＥ
Ｄ（体外式自動除細動器）よる応急処置の普及を図る。
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事業名

部署名 鯖江・丹生消防組合

一般市民、各事業所、町内会、学校、各種団体等での救急講習会、心肺蘇生、除細動を含んだ普通救命講習会を開催するとと
もに、2～3年間隔で再講習を実施する。

事業コード

2087
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

鯖江・丹生消防組合一般会計

単独事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合
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体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

普通救命講習会の実施回数 目標値 60606060 70707070 70707070 70707070 70707070回

実績値 55555555 62626262

普通救命講習の修了者数（過去累計） 人 目標値 7000700070007000 8000800080008000 9000900090009000 10000100001000010000 11000110001100011000

計算
根拠

実績値 6566656665666566 7585758575857585

達成率
（％）

93.893.893.893.8 94.894.894.894.8

実数値

ランク BBBB ＢＢＢＢ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

消防力を強化する消防

基本目標 属性 基本施策

救急救命体制の充実

実施施策

3022

H23事業名 救急救命（応急手当）普及事業 2087
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

毎年1000人ほどの受講者がある。根
拠

事業名 ＡＥＤ講習会

主体 日赤福井県支部、医師会

他の機関の類似講習は、不定期であり、有料化でもある。

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

救命率向上のため必要である。根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

受益者負担

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

必要経費のみで実施している。根
拠

介護施設、警備保障会社等業務に必要な職員の講習には、消耗品等の必要経費
は、受益者負担も考えられる。

根
拠

普通救命講習の指導者（消防職員でも可）が、確保できれば回数を増やすことが
出来る。

根
拠

消防職員が教員を指導し、器材を消防署が貸出し、教
員が生徒の指導をする。

維持維持維持維持
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成

2
4
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み

【平成25年度　方向性】

救急蘇生ガイドラインの変更があったので、新しい応
急処置法を市民にわかりやすく伝える講習会を増やし
ていきたい。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 救急救命（応急手当）普及事業 2087
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